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世
界
理
解
月
間 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
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Ｏ
Ｕ
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Ｄ
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平
成
23
年
２
月
10
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

61
名 

出
席
計
算
数 

 

51
名
中
45
名
出
席 

出
席
率
88
・
24
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
08
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
我
等
の
生
業
」 

指 
揮 

者 

大
原 

敏
正 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

元
受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ソ
ニ
ア
・
ペ
ン
ナ
ネ
ン
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

60
才
に
な
り
ま
す
。 

 

松
本 

哲
朗 

寒
さ
に
負
け
ず
に
頑
張
ろ
う
。 

草
野 

勝
彦 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０
合
唱
団
の
演
奏

会
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

川
畑
さ
ん
先
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

加
藤
巳
千
彦 

孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

横
井 

 

衞 

今
月
は
誕
生
月
で
す
。 

吉
田 

隆
彦

家
内
の
誕
生
日
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元

気
で
、
二
人
で
山
に
行
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

前
田 

隆
久 

今
月
は
妻
の
誕
生
日
で
す
。 髙

木 

政
義 

奥
さ
ん
の
誕
生
日
で
す
。
杉
本 

英
夫 

家
内
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

出
口 

 

忍 

妻
の
誕
生
日
の
花
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

神
野 

邦
利 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

会
長 

岩
崎 

征
一          

名
古
屋
大
学
古
川
記
念
館 

名
古
屋
大
学
千
種
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

古
川
為
三
郎
・
志
ま
夫
妻
の
寄
付
に
よ

っ
て
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
に
建
設

さ
れ
た
古
川
図
書
館
は
、
昭
和
58
年
に

古
川
総
合
研
究
資
料
館
と
な
り
、
現
在

は
古
川
記
念
館
と
改
称
。
名
古
屋
大
学

博
物
館
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
建
物
の
特
徴
は
、
敷
地
の
高
低

差
を
う
ま
く
利
用
し
た
階
の
構
成
と
、

独
特
の
柱
の
位
置
、
お
よ
び
柱
・
梁
に

対
す
る
き
め
細
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
洋
画
家
脇
田
和
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
も
見
も
の
で
す
。 

設
計
者
谷
口
吉
郎
氏
は
、
九
谷
焼
の

窯
元
の
家
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
卒
業
後
、
東
京 

工
業
大
学
に
て
教 

鞭
を
と
り
、
多
く 

の
後
進
を
指
導
し 

ま
し
た
。
後
に
博 

物
館
明
治
村
の
初 

代
館
長
と
し
て
も 

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

作
品
と
し
て
は
、

帝
国
劇
場
、
東
宮
御
所
、
迎
賓
館
和
風

別
館
、
吉
川
英
治
記
念
館
、
中
津
川
の

藤
村
記
念
堂
、
慶
応
義
塾
大
学
の
各
建

物
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
メ
イ
ン
ロ
ビ

ー
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

委
嘱
状
伝
達
式 

 

11
～
12
年
度
地
区
役
員
が
以
下

の
方
々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

            

 

地
区
諮
問
委
員
会 

 

岡
部 

快
圓 

ロ
ー
タ
リ
ー
未
来
委
員
会 

副
委
員
長 

住
田 

正
夫 

Ｉ
Ｔ
委
員
会
委
員
長 

杉
浦 

令
淑 

識
字
率
向
上
委
員
会 

堀
江 

英
弥 

青
少
年
交
換
委
員
会 

髙
木 

政
義 

危
機
管
理
委
員
会 

 

神
田 

 

憲 

 

 

バ
ナ
ー
披
露 

        

・
台
北
承
徳
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

 

神
田 

 

憲 
         

家
族
忘
年
会
韓
国
旅
行
御
礼 神

田 
 

憲  
 

同
好
会
Ｐ
Ｒ 

囲
碁
同
好
会
世
話
人 

杉
本 

英
夫 
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米
山
奨
学
生
挨
拶
（
２
月
３
日
例
会
） 

グ
ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
日
は
い
い
天
気
の
中
で
皆
さ
ん
と

豆
ま
き
祭
り
に
参
加
で
き
、
本
当
に
う

れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
実
に
豆
ま
き
祭

り
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
こ

の
ま
つ
り
の
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
行
け
ば
分
か
る
と
思
い
、

参
加
し
ま
し
た
。 

今
日
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
旧
暦
の
お

正
月
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は

ベ
ト
ナ
ム
へ
行
っ
た
ら
、
今
の
時
期
に

一
番
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。 

け
さ
に
修
士
の
卒
業
論
文
を
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
、
私
は
本
当
に
気

持
ち
が
い
い
で
す
。
２
年
間
で
研
究
の

成
果
を
見
る
と
、
し
あ
わ
せ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
来
週
の
木
曜
日
（
２
／
10
）

に
論
文
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

後
、
３
月
に
学
会
で
発
表
す
る
予
定
で

す
。 今

日
、
皆
さ
ん
は
お
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。
私
の
ス
ピ
ー
チ
を
終
わ
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
） 

  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１-

１
２
年
度
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ 

「
こ
こ
ろ
の
中
を
見
つ
め
よ
う 

博
愛
を
広
げ
る
た
め
に
」 

２
０
１
１
年
国
際
協
議
会
の
開
会
本
会

議
に
お
い
て
、
カ
ル
ヤ
ン
・
バ
ネ
ル
ジ

ー
Ｒ
Ｉ
会
長
エ
レ
ク
ト
は
次
年
度
の
Ｒ 

Ｉ
テ
ー
マ
を
発
表
し
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
決
意
と
内
な
る
力
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。  

「
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
思
う
な

ら
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
振
り
絞

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
に
は
、

ま
ず
自
分
自
身
の
内
側
か
ら
始
め
る
し

か
な
い
の
で
す
」
と
会
長
エ
レ
ク
ト
。

内
に
秘
め
た
る
力
を
見
出
せ
れ
ば
、
世

界
各
地
で
偉
大
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る 

こ
と
が
で
き
る
と
話
し
ま
す
。「
自
ら
を 

発
見
し
、
潜
在
的
な
力
を
引
き
出
し
、

迷
わ
ず
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
、『
出
で
て

奉
仕
し
』、
世
界
で
博
愛
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
」  

会
長
エ
レ
ク
ト
は
ま
た
、「
家
族
」
が

奉
仕
の
原
点
と
な
る
と
強
調
し
ま
す
。

「
私
た
ち
の
住
む
地
域
社
会
と
は
、
単

な
る
個
人
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
家
族

に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
屋

根
の
下
に
暮
ら
し
、
互
い
を
支
え
、
助

け
合
い
、
共
に
運
命
を
分
か
ち
合
っ
て

い
る
の
が
、
家
族
と
い
う
も
の
で
す
。

良
き
家
族
が
、
良
き
隣
人
と
な
り
、
良

き
地
域
社
会
を
つ
く
る
の
で
す
」  

ポ
リ
オ
撲
滅
な
ど
の
活
動
を
継
続
す

る
重
要
性
も
強
調
し
ま
す
。「
私
た
ち
に 

         

は
得
意
と

す
る
こ
と

が
数
多
く

あ
る
」と
話

す
会
長
エ

レ
ク
ト
は
、

き
れ
い
で

安
全
な
水

の
提
供
、識

字
力
の
向 

上
、
明
日
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
青
少
年

の
育
成
を
例
に
挙
げ
ま
す  

「
世
界
の
変
化
を
望
む
な
ら
、
あ
な

た
自
身
が
そ
の
変
化
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
ガ
ン
ジ
ー
の
言
葉

を
引
用
し
て
会
長
エ
レ
ク
ト
は
語
り
ま

す
。「
平
和
を
望
む
な
ら
、
家
庭
に
、
地

域
社
会
に
、
自
分
自
身
の
生
活
に
平
和

を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
始
め
る
の
で
す
。

環
境
破
壊
に
歯
止
め
を
か
け
、
子
供
の

死
亡
率
を
減
ら
し
、
飢
え
を
減
ら
し
た

い
と
望
む
な
ら
、
自
分
自
身
が
こ
の
変 

 
 

化
の
担
い
手
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま 

 
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
自
分
自
身
の 

中
に
こ
そ
変
化
を
起
こ
す
こ
と
の
必
要

性
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
」         

（
記
事 J

o
s
e
p

h
 D

e
rr

） 
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国
際
大
会
初
参
加
者
の
た
め
の
情
報 

国
際
大
会
は
、
参
加
者
の
意
欲
を
高

め
る
感
動
的
な
行
事
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
際
レ
ベ
ル
で
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
関
す

る
情
報
を
伝
え
、
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な
運

営
に
役
立
つ
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。  

講
演
を
聴
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
、
ク
ラ
ブ
や
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
展
示
を
見
学
し
、
仲
間
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
や
世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と

新
た
に
交
友
を
深
め
な
が
ら
、R

I

国
際

大
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
を
充
実
さ
せ
る
方

法
や
、
奉
仕
活
動
と
親
睦
の
機
会
を
き

っ
と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。  

大
会
開
催
中
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
国
際

性
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
精
神
と
奉
仕

の
理
想
の
下
、
世
界
中
の
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
や
ゲ
ス
ト
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

      

行 

事 

・
分
科
会  

・
非
公
式
関
連
行
事 

・
Ｒ
Ｉ
昼
食
会 

・
ホ
ス
ト
主
催
行
事  

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・ 

サ
ウ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト  

ア
メ
リ
カ
水
族
館
で
の
食
事
と 

親
睦
の
夕
べ  

ホ
ス
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
夕
べ 

フ
レ
ン
チ
ク
ォ
ー
タ
ー
で
の
夕
食 

会 

場  

２
０
１
１
年 

の
Ｒ
Ｉ
年
次
大 

会
は
、
ア
ー
ネ 

ス
ト 

Ｎ
．
モ
リ 

ア
ル
・
コ
ン
ベ 

ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

友
愛
の
家
の
ほ
か
、
本
会
議
や
分
科
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
中
心
街
の
多
く
の
ホ

テ
ル
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
歴
史
的

な
フ
レ
ン
チ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
は
路

面
電
車
で
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
、「
サ
ウ
ン
ド
・
オ

ブ
・
ザ
・
サ
ウ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

会
場
と
も
な
り
、
す
ぐ
近
く
に
は
、
１

４
０
も
の
店
舗
や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね

る
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。  

２
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 
 

話 

「
中
国
の
現
状
と 大

学
の
日
本
語
教
育
」 

 

中
国
華
南
理
工
大
学 

外
国
語
学
院
日
本
語
学
科 

准
教
授 

金 
 

華 

さ
ん  

紹
介
者 

宮
下
幸
二
朗
さ
ん 

（
名
古
屋
和
合
Ｒ
Ｃ
）  

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

カルヤン・バネルジーRI 会長エ
レクトが、サンディエゴ（米国カ
リフォルニア州）で開催されてい
る国際協議会で、2011-12 年度
のRI テーマを発表しました。  


